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上田市少年サッカ一大会が、 3月21から23日まで長野大学グランドで行われました。参加した31チー

ムは、すべてが小・中学生の自治会単位で出場。子どもたちは、お母さんや友だちの声援を受けなが

ら、相手ゴール目指してハッスルプレーを展開しました。その結果、優勝は下塩尻、準優勝は金井でした。
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市民の動き

口

男

女

数

人

帯

総

世

( 3月 1日現在)

117， 514人(+52) 

57， 385人(+11) 

60， 129人(+41) 

37，068世帯 ( -15) 

( )内は前月比です。



六
中
、
姉
民
の
鵬
の
整

だ 昭和62年4月1日一一一(2)ー

3月定例市議会が3月3日から20日まで聞かれ、

上田市の 1年間の仕事を方向づける昭和62年度予

算が決まりました。予算規模は一般、特別、企業

会計をあわせ約322億円。会計別では、一般会計が

208億1，355万円で、 61年度当初予算に比べ、 23億

1，541万円、12.5%の増です(61年度が骨格予算のた

め2ケタ台の伸び)。また、特別会計、企業会計の10

会計は113億9，695万円となりました。

今回は、予算案をはじめ、「上田市交通災害共済

条例の一部改正案」、「都市公園条例の制定案」、し

尿処理、ごみ焼却場などの4つの一部事務組合を

一本化する「上田地域保健環境施設組合の設立案」

など58議案が審議され、すべて可決・承認されま
しfこ。

え広報う一回第 980号

な
ど
に

点

主
な
条
例
の
改
正
・
制
定

-
上
田
市
交
通
災
害
共
済
条
例
の
一

部
改
正

急
増
す
る
交
通
事
故
に
対
し
て
補

償
の
充
実
を
図
り
、
被
災
者
の
救
済

企整備が進む市民の森公園

(チビツコ広場)

に
寄
与
す
る
た
め
共
済
見
舞
金
と
共

済
掛
金
の
改
正
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
の
事
故
を

共
済
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
し
ま
し

た。-
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

川
辺
町
児
童
セ
ン
タ
ー
が
四
月
に

開
館
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

-
上
田
市
特
別
児
童
年
金
条
例
の
一

部
改
正

特
別
児
童
年
金
の
支
給
額
を
増
額

改
正
し
ま
し
た
(
三
千
円
か
ら
三
千

五
百
円
に
)
。

-
上
田
市
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正

文
化
財
の
保
護
と
活
用
の
向
上
を

図
る
た
め
、
文
化
財
保
護
法
や
県
条

例
に
準
拠
し
た
改
正
を
行
い
ま
し
た
0

・
上
田
市
室
賀
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

地
域
住
民
の
福
祉
お
よ
び
厚
生
の

向
上
を
図
る
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
を

企完成が近い室賀健康増進センター

ー

ω年
度
予
算
決
ま
る

l

上
室
賀
に
設
置
す
る
も
の
で
す
0

・
都
市
公
園
条
例
の
制
定

公
園
整
備
、
公
園
利
用
の
多
様
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
上
田
市
が
設

置
し
た
す
べ
て
の
都
市
公
園
を
網
羅

し
た
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

引
年
度
最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、

一
億
四

千
九
百
七
十
二
万

一
千
円
の
増
と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
六
十

一
年
度

一
般
会
計
の
総
額
は
、

二
百
二
十

一

億
六
千
百
四
十
万
七
千
円
で
す
。
前

年
同
期
に
比
較
し
て
、
六
億
四
千
四

百
六
十
五
万
五
千
円
、

三

・
O
%
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
補
正
の
主
な
内
容
〉



第 980号ー

マ
民
生
費
真
田
町
の
精
神
薄
弱
者

福
祉
ホ

l
ム

「
ひ
な
や
ま
の
家
」

へ

建
設
補
助
金
二
百
万
円
。

マ
農
林
水
産
業
費
上
田
西
部
地
区

に
お
け
る
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市

単
土
地
改
良
事
業
実
施
に
伴
う
補
助

金
四
千
七
百
万
円
。

マ
教
育
費
上
田
城
南
高
校
移
転
補

助
に
九
百
万
円
、
小
諸
商
業
高
校
八

十
周
年
記
念
事
業
補
助
に
五
十
万
円
。

千
曲
荘
病
院
院
長
遠
藤
利
治
様
か
ら

の
ご
寄
付
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
積
立
金
一
千
万
円
。

Tご

意

見

書

3月市議会で決まった61年度予算

補 正 予 算 額

，一般会計 1億4，972万l千円

特別会計 8億6，503万4千円

予 算 客員

一般会計 221億6，140万7千円

特別会計 117億4，021万3千円
司--
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次
の
意
見
書
が
今
回
の
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た。

-
売
上
税
の
創
設
反
対
に
関
す
る
意

見
書「政
府
は
、
今
国
会
に
売
上
税
創

設
の
法
案
を
提
出
し
て
い
る
が
、
こ

の
売
上
税
に
つ
い
て
は
、
円
高
不
況

に
苦
し
む
企
業
の
経
営
や
消
費
者
物

価
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
中
小
商
工
業
者
を

中
心
に
国
民
の
間
で
大
き
な
混
乱
を

招
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
売
上
税
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
強
く
反
対
す
る

」

-
国
民
の
食
糧
確
保
と
農
業
再
建
に

関
す
る
意
見
書

「わ
が
国
の
食
糧
事
情
は
、
穀
物

自
給
率
三
二
%
と
い
う
状
況
に
あ
り
、

世
界
の
食
糧
事
情
が
不
安
定
の
も
と

で
、
食
糧
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼

る
こ
と
は
極
め
て
危
検
な
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
円

高
・
貿
易
摩
擦
の
解
消
を
図
る
た
め
、

農
産
物
の
輸
入
を
い
っ
そ
う
推
し
進

め
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い

る
が
、
食
糧
の
確
保
と
農
業
の
育
成

発
展
は
、
国
民
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府

に
お
か
れ
て
は
、
食
糧
お
よ
び
農
業

政
策
を
樹
立
す
る
た
め
、
次
の
事
項

- 年度ー般会計当初予算:三二I
l" ':，':; '; 2Q億-万:向K-

県支出金
8億ι389万円
4.1% 

地方交付税
9憶5，000万円
4.6% 

市憤

12億5，360万円
6.0% 

諸収入

15億9，740万円
7.7% 

国庫支出金
18憶し405万円
8.7% 

企63年 4月開校に向けて建設が進む第六中学校

その他

14憶5，011万円
6.9% 

入*歳

市税
122憶9，960万円
59.1% 

に
つ
い
て
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

戸
い

一
、
米
の
輸
入
・
自
由
化
を
行
わ
な

い
こ
と
。

二
、
米
を
初
め
と
す
る
主
要
食
糧
の

安
全
・
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

食
糧
管
理
制
度
の
根
幹
を
維
持
す

フ
Q

、
」
〉
}
。

三
、
主
要
食
糧
の
自
給
率
を
高
め
、

農
業
の
生
産
性
向
上
、
備
蓄
制
度

の
充
実
、
再
生
産
を
保
障
す
る
価

格
制
度
な
ど
を
中
心
に
、
食
糧
・

農
業
政
策
を
早
急
に
確
立
す
る
こ

〉
」」

民生費…………43億1，417万円(20.7%)
教育費…………36億8，676万円(17.7%)
土木費…・……ー241)意3，296万円(11.7%) 
公債費…………23億4，375万円01.3%) 
総務費…・・…一・・22億6，440万円(10.9%)
怯桃水産業費…17億7、4，05万円(8.5%) 
高工費...・H ・..…17億3，351万円(8.3%) 
衛生費…・・・-…一12億3，515万円(5.9%) 
消防費・・……….5億 417万円(2.4%) 
議会費………… 2億5，379万円(1. 2%) 
労働費………… 2億4，083万円(1. 2%) 
予備費………… 3，000万円(0.2%) 

*
歳

出
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L.信謀議煙応援湾問3
62年度一般会計(歳出)の主な内容

-総務費

b長野大学学科新設に補助……・・・・・・7，000万円

・民生費

じ〉豊殿保育園の新築・………・・・・・・・1億3，880万円

c>秋和児童センタ ーの建設・・・・・・・・8，837万9千円

[>寝たきり老人布団丸洗い乾燥事業の委託

..40万円

じ>消臭布団購入の補助(寝たきり老人世帯へ)

..200万円

-衛生費

c>上田地域保健環境施設組合への負担金

. 4億4，753万5千円

c> r痴ほう性老人をかかえる家族の会」事業

..15万 4千円

-農林水産業費

b特定地域農業振興総合対策事業(4地区の生

活改善センター建設、スピードスプレヤー 3

台などへの補助) ・・・・ー2，032万1千円

c>水田利用再編対策事業(花き、アスパラガス、

きゅうり栽培用のパイプノ、ウスなどの設置補

助) ・・・・・・ 3， 126万円

b神科地区の新農業構造改善事業(果実集出荷

施設の建設などへ補助)......1億2，889万4千円

じ〉農村総合整備モデル事業(下吉田に農村広場

の設置など) ... ...2，883万4千円

海野町日曜広場が開設
今年も海野町通りで、歩行者天閣の 「海野

町日曜広場J が、 4月から10月までの毎日曜

日に開設されます。

c>開設日 4月5日から10月25Bの毎日曜日
b開設時間 午前日時から午後4時

産直デー・4月16日(木)
今回は、 4月16日の秋和上

堀線開通にあわせて実施しま

す。お求めは、市内産直協力

底で。

0一塩にしん 1尾 160円
。新小女子 100 g 100円

。寒さば 1尾 180円

。一塩ます 1尾 540円

-商工費

じ〉東塩田林間工業団地への企業の用地取得、工

場の設置などに助成・・・・・・・・・・・・・・・6，943万2千円

b中小企業融資預託金・・・・ー・…一.12億7，800万円
b融資信用保証料・・・・・・…一..........6，124万9千円

c>、信州の鎌倉。遊歩道の整備……...400万円

b上田公園測量図作成の委託(公園の整備)

一350万円

-土木費

c>道路の新設改良工事(一般市道新設改良、舗

装工事) …...4億2，000万円
c>市街地再開発などの調査委託一一一…700万円

c>上田駅大星線の工事・用地費

一1億9，860万円

c>市民の森公園の整備・工事費

(体育館建設など) ー・・ー2億590万円

c>上田バイパス関連工事・用地費

一7，180万円

じ〉千曲町市営住宅の建設工事・・・…・・・ 9，130万円

・教育費

c>第六中学校の建設工事一…...…9億4，618万円

c>第一学校給食センタ ーの移転新築(工事・用

地費、備品購入費) ......... 5億4，045万1千円

じ>西小学校にプール建設…-….........6，575万円

じ〉第ミ中学校体育館改修……・・・・・・ー・ 5，700万円

メ~ 言十 ，8lj 予 算 額

一般会計 208億1，355万円

土地取得事業 l億1，600万円
特 塩田有線事業 4，693万円
別 国民健康保険事業 42億8，647万円
_，.-、 交通災害共済事業 3，837万円
」λ乙 福祉事業センタ一事業 l億2，007万円
業 産 院 事 業 2億3，830万円
、、ー"
老人保健事業 40億3，624万円

メ孟与k、
農業集落排水事業 l億1，145万円

言十 同和住宅貸付事業 3億6，640万円

公共下水道事業 20億3，672万円

A ι4 言十 322億1，050万円

位
年
度

会
計
別
予
算
額

(
万
円
未
満
四
捨
五
入



響
楽
団
常
任
指
揮
者
に
就
任
し
て
い

る
小
林
研
一
郎
。
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
は

ア
メ
リ
カ
で
文
化
使
節
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
活
躍
、
ま
た
国
内
外
で
数

々
の
賞
を
受
賞
、
日
本
の
若
い
世
代す

を
代
表
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
数

配
岸
子
ほ
か
総
勢
八
十
名
に
よ
る
演

奏
で
す
。

曲
目
は
、
ロ

ッ
シ
l
ニ
作
曲
歌
劇

「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
序
曲
ほ
か

二
曲
で
す
。

入
場
券
は
、
上
田
西
武
、
河
合
楽

器
底
、
琴
光
堂
楽
器
底
、
コ
エ
ダ
時

計
庄
、
武
重
商
会
、
二
葉
楽
器
庖
、

ほ
て
い
や
上
田
庖
で
発
売
中
で
す
。

お
早
め
に
お
求
め
下
さ
い
。

詳
細
は
社
会
教
育
課
(
電
話
⑫
4

1
0
0
内
線

5
5
1
)

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 980号一ー

市
の
都
市
計
画
街
路
「
秋
和
上
堀
~
、
幅
員
は
十
六

1
十
八
灯
あ
り
ま

脚

線
」
が
、
四
月
十
六
日
嗣
の
午
後
三
時
す
。

閣

に

全

線

開

通

し

ま

す

。

秋

和

上

堀

線

の

開

通

に

よ

り

、

交

同
線
は
、
秋
和
地
区
の
国
道

一
八
通
渋
滞
の
ひ
ど
い
国
道

一
八
号
線
の

号
線
か
ら
信
越
線
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
秋
和
1

新
田
聞
を
経
由
し
な
い
で
、

卸
団
地
、
諏
訪
部
を
経
て
上
田
駅
に
秋
和
l
上
田
駅
聞
が
直
結
さ
れ
、
時

伸
び
る
道
路
で
す
。
総
延
長
は
約
三

聞
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

4月16日に
全線開通

文
化
庁
移
動
芸
術
祭

東
京
交
響
楽
団
が
演
奏
会

一
急
ら
線
一

一
が
め
堀
一

一
事
進
上
一

一
エ
で
和
一

一
の
チ
秋
一

一
後
ツ
る
一

一
最
ピ
れ
一

川三三

き
た
る
五
月
八
日
働
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
上
田
市
民
会
館
に
お
い
て
、

一
東
京
交
響
楽
団
の
演
奏
会
が
行
わ
れ

ま
す
。
指
揮
者
は
、

一
九
七
四
年
ブ

ダ
ペ
ス
ト
で
行
わ
れ
た
国
際
指
揮
者

コ
ン
ク
ー
ル
で

一
位
と
な
り
、
そ
の

後
、
国
内
外
で
指
揮
者
と
し
て
活
躍
、

今
年

一
月
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
交

だえつ一 (5)一一一昭和62年4月1日 広報

秋和上堀線案内図

市では、 4月 1日から駅前 2か

所に自転車の駐輪ゾーンを新設し

ました。ゾーン内の駐輪にご協力く

ださい。なお、ゾーン以外の自転

車は放置自転車とみなし撤去しま

す。(照会は交通対策課へ)

次の日程で、駅周辺の自転車を

警告、撤去 します。心当たりのか

たは、 もう一度確かめてください。

第 1回警告日 4月 7日(火)

第 2回警告日 4月14日(火)

自転車撤去日 4月21日(火)

置き忘れていませんか?

放置自転車を撤去します

4月|日から新設

自転車は駐輔ゾーンヘ

秋和上堀線事業区間

開通区間(延長1，430m)

灘鶏鳴際議鶴盟睦欄醐踊隣綴灘糊
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轍醸藍翠盟盤面

4 見舞金と会費が引き上げ、られます

近年は交通事故の増加に加え、長期の治療を必

要とする重症のかたが増えています。家族の中に交

通災害の被災者が出ますと、その負担は精神的に

も肉体的にも、さらに金銭的にも大きくなります。

そういう人たちのために、少 しでも力になりた

いと考え、 今回 1か月以上の傷害を受けたかたの

見舞金を引き上げることに しました。しかし、加

入率が頭打ちの現状では、それも難しい状況です

ので、会費も同時に上げさせていただき、保障の

充実を図ることにしました。

-会費

b幼稚園、保育園、小学校、中学校で加入する人

200円 一→ 300円

c>一 般(上記以外の人)

300円 一→ 400円

-見舞金

災害区分 現行 新

死亡したとき 70万円 80万円

全治 6か月以上の傷害 12万円 13万円

全治 5か月以上の" 8万円 9万円

全治 4か月以上の" 7万円 8万-円

全治 3か月以上の" 6万円 7万円

全治 2か月以上の " 4万円 5万円

全治 1か月以上の " 3万円 3万5千円

全治 3週間以上の " 2万円 2万円

全治 1週間以上の " l万円 l万円

L全治 1週間未満の ~千円 6千円

輯描画邑 曹線擦富島
昨 一一…一

信IhI\1の~通マナーを高めよう

-子どもを交通事故から守る運動

4 月 1 日 ~4 月 10 日

・春の全国交通安全運動

5 月 11 日 ~5 月 20 日

※62年 6月 1日以降の事故から対象となり ます。

したがって、 5月31日までに事故で受傷された

場合は、治療が6月以降までかかっても見舞金

は現行の金額となります。

2 ~いすの事故も対象!こなります

現在、上田市では約200台の車いすが日常生活の

中で使われていますが、自動車、バイクの増加、

歩道整備の遅れなど、車いす使用者の行動も危険

の多いものとなっています。

そこで、今回の改正で車いすの事故(車いす同

士、車いす対人、車いすの自損事故)にも見舞金

をお支払いできるようにしました。ただし、他の

車両の場合と同様、一般の人の出入り、通行が自

由な場所(工場の敷地内、鉄道構内、建築現場な

どは除く)(での事故が対象になります。

3 無免許・酒気帯ひ運転は対象外!こ/

無免許運転や酒気帯び運転で事故を起こし、亡

くなったりけがを した運転者には、見舞金をお支

払いできません。

車両を運転する者に とって、これらは最も悪質

な違反として厳に慎まなければならないものであ

ると考えます。

以上の改正事項は、会員期間に合わせて62年 6

月 1日から適用となり ます。お問い合わせは、市

民課までどうぞ。

市民課庶務係(交通共済)

E⑫4100内線577、有線②0701

綴縦総説蒜議議総韓嵩

春に多い山火事

やめよう.ノたばこの投げ捨て

①たばこの吸いがらを投げ捨てない。

②強風や異常乾燥の時は、たき火を しない。

③枯れ草など燃えやすい物がある場所では、た

き火をしない。

④たき火の場所を離れる時は、完全に消えたこ

とを確認する。
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苦
情
相
談
が
急
増
商
品
先
物
取
引

最
近
、
県
内
で
は
「
商
品
先
物
取

引
」
の
苦
情
相
談
が
急
増
し
て
い
ま

す。
昨
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
聞

に
、
商
品
先
物
取
引
に
関
す
る
苦
情

は
百
八
十
件
も
あ
り
、

一
昨
年
の
同

時
期
よ
り
四
O
%
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
は
、

「
こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ぬ
よ
う
注
意
し

Tごえ一 (7)一一一昭和62年4月1日 広報う

|あ|な|た|の|国|民|年|金円

62年度の年金額決まる
昭和62年度の国民年金額が物価スライドにより、

次のとおり引き上げられました。

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
商
品
先
物
取
引
の
勧

誘
を
電
話
な
ど
で
受
け
た
と
き
は
、

き
っ
ぱ
り
と
し
た
態
度
を
取
り
ま
し

ト晶、「ノ。(A
)

主
に
大
豆
を
取
り
扱
っ
て

い
る
業
者
で
、
東
京
穀
物
商
品
取
引

所
の
商
品
取
引
員
と
名
乗
る
者
が
、

電
話
な
ど
で

「絶
対
も
う
か
る
」
と

勧
誘
し
て
き
ま
す
。
本
社
は
東
京
に

あ
り
、
長
野
市
に
支
社
が
あ
り
ま
す
。

苦
情
相
談
の
四
分
の
一
が
、
こ
の
業

者
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
断
ら
な
い
と

「
取
り
引

き
し
た
の
で
、

0
0
万
円
を
支
払
え
L

と
言
い、

「契
約
し
た
つ
も
り
は
な
い
」

と
断
っ
て
も
「出
る
と
こ
ろ
へ
出
る
L

「も
う
断
れ
る
段
階
で
は
な
い

」
な

手重 委員 年 客員 月 客員

10年年金 389，400円 32，450円

5年年金 331.500 27.625 

障害年金(1級) 783，100 65，258 

" (2級) 626，500 52，208 
母子年金(子1人) 814.400 67，867 

. 626.500 
母子加算…-. 187，900 

老齢基礎年金 626，500円 52，208円

障害基礎年金(1級) 783.100 65.258 

" (2級) 626.500 52.208 
遺族基礎年金(子 1人) 814，400 67，867 

. 626，500 

加 算…-. 187，900 

〔老齢福祉年金〕

全額支給 328，800円
川円|

一部支給停止 289，200 24，100 

昭和62年度・国民年金額

前納すると割り引きに

ど
と
脅
か
し
て
、
取
り
合
い
ま
せ
ん
。

(
B
)

本
社
は
東
京
。
法
律
の
規

制
を
受
け
な
い
パ
リ
商
品
取
引
所
の

コ
ー
ヒ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

海
外
先
物
取
引
関
係
の
苦
情
相
談
の

三
五
%
が
、
こ
の
業
者
に
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

同
窓
会
名
簿
な
ど
に
よ
り
、
無
差

別
に
「
高
校
の

O
B
が
皆
や
っ
て
い

る
」
と
か
「
貯
金
と
同
じ
」
な
ど
と

勧
誘
し
て
き
ま
す
。
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
て
い
る
と
「
も
う
取
り
引
き

し
た
の
で
や
め
ら
れ
な
い
」
と
か
「
O

O
万
円
の
請
求
書
と
コ

ー
ヒ
ー
を
送

り
つ
け
る
」
な
ど
と
契
約
や
支
払
い

昭和62年度の保険料が、月額 7，400円と決まり

ました。 1年間では、 88，800円になります。

保険料を 1年分まとめて納める 「前納」を利用

すれば、2，140円の割り引きになります。前納を希望

される方は、 4月30日(ポまでに納めてください。

く国保年金課国民年金係官⑫4100内線284>

を
追
っ
て
き
ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

「
商
品
先
物
取
引
」
は
、
将
来
の

価
格
を
予
想
し
て
行
う
投
機
的
な
取

り
引
き
で
す
か
ら
、
情
報
の
少
な
い

素
人
が
参
加
す
る
の
は
、
非
常
に
危

険
で
す
。
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
き
っ
ぱ
り
断
る
悪
質
業
者
は

甘
い
言
葉
、
脅
し
、
泣
き
落
し
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
誘
っ
て
き

ま
す
。
取
り
引
き
す
る
気
が
な
い
と

き
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
。

②
要
注
意
|
無
差
別
勧
誘
電
話

帳
や
卒
業
者
名
簿
な
ど
を
使
っ
て
、

面
識
の
な
い
人
に
無
差
別
に
勧
誘
す

る
業
者
は
、
要
注
意
で
す
。
こ
の
よ

う
な
勧
誘
行
為
は
、
法
に
も
違
反
し

ま
す
。③
お
金
は
絶
対
に
支
払
わ
な
い

「取
り
引
き
し
た
の
で
金
を
支
払
え
」

と
言
わ
れ
で
も
、
絶
対
に
支
払
わ
な

い
こ
と
。
文
書
に
よ
る
基
本
契
約
を

交
わ
す
前
、
あ
る
い
は
委
託
証
拠
金

を
納
入
す
る
前
に
取
り
引
き
を
始
め

る
こ
と
は
、
法
に
違
反
す
る
行
為
で

す。照
会
は
・
:
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑧
0
9
9
8
・
市
生
活
環
境
課

企
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1
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町 吉田 横沢敏 雄 36-2814 91 保 野 原 政次 38-5312 265 
ひか 久保賢一郎 35-2794 111 

中
学 海南 岩 本 孟 38-5307 135 

私; MELコs、 ) 11 口 義 雄 35-3411 220 塩 舞 田 福 i畢袈裟雄 38-2231 124 
豊 下吉田 豊 岡 重 徳 35-1631 36 八木沢 斉 藤安明 38-5422 168 

田
林之 郷 春原雅 伸 24-1790 98 学 j毎 北 荒井俊昭 38-7937 199 。下 強F逢坂登茂男 27-3853 136 十 入 小林政俊 38-4470 78 

殿 岩清 水 上野 久 則 27-1209 75 西 塩田新 町 保 科 友 幸 38-3007 130 
矢 i尺 ま反口隆E t:住 22-5346 127 。東 削山 小宮山 行徳 38-6282 150 
赤 土反 金子車 二 27-1240 100 塩 西前 山 小 山 正恭 38-4543 114 
i奈 P 倉 j畢軍 助 24-6518 36 。手 塚 樋口 貫 38-4637 215 

官士E同- 下 組 浅 川 登美男 38-4035 128 回 山 田 竹下敏 男 38-5792 82 。中 組 山 寺安 政 38-4707 166 聖子 ノ居品、 滝 沢良史 38-7861 55 
山。奈良尾 キ木 康 園 38-3743 115 。分 去 竹 内 貢 38-6052 227 
平井寺 キ木 徳人 38-5034 60 5]IJ 。大 {若 深草正広 38-6389 100 

東。室合 子 小 野万 二 38-2258 116 。F完 内 竹下文隆 38-3807 159 所

塩
。石 神 関 政 良 38-5028 145 。上 手 大 槻 善巳 38-7208 56 
相P i尺 小池 義一郎 38-6316 95 仁古田 i竜 i尺 大 31-2686 206 

間 下之 郷 キナ 山 厚 38-2171 312 岡 市 川 ..e. 31-2541 279 

f* 松野宏次 38-7489 78 )11 j甫 野 下形 一 郎 31-2040 230 
下本郷 佐 藤 仙 一 38-2852 111 。越 P 井 j畢忠雄 31-2003 107 

中 東五 加 飯森正盛 38-5624 52 藤之木 ニ j畢 誠 31-2504 92 
五 力日 永井惣一郎 38-2195 615 

西
。小 泉 増田正俊 27-7185 447 

塩 上本 郷 小 栗龍男 38-3088 185 。下室賀 久保田昭 二 31-2184 215 
中 野 小出 正憲 38-3296 220 上室賀 中 i尺 武 31-3792 210 

問。上 小 島 小 泉好 武 38-2986 70 ひばりケ丘 明石 貫 31-2495 99 。下 小 島 生島甲 ー 38-7058 92 

更 し尿くみ取り料金が改定
4月 1日から、 し尿くみ取 り料金が18Q・118円 (改定前108円)に改定されました。

詳 しくは、次の「し尿くみ取り 料金早見表」をご覧くださ し、。

〈上田地域保健環境施設組合 清浄国企⑫ 2339>

し尿くみ取り料金早見表

表①…99f以下 (単位:円) 表②…100f以上 (単位:円)

¥ o Q 1 Q 2 Q 3 Q 4 Q 5 Q 6 Q 7 Q 8 Q 9Q 
o Q 。7 13 20 26 33 39 46 52 59 
10Q 66 72 79 85 92 98 105 111 118 125 

20Q 131 138 144 151 157 164 170 177 184 190 

30 Q 197 203 210 216 223 229 236 243 249 256 

40Q 262 269 275 282 288 295 302 308 315 321 

50 Q 328 334 341 347 354 361 367 374 380 387 

60Q 393 400 406 413 420 426 433 439 446 452 

70Q 459 465 472 479 485 492 498 505 511 518 

80 Q 524 531 538 544 551 557 564 570 577 583 

90 Q 590 597 603 610 616 623 629 636 642 649 

I~ o t 100t 200t 300t 400t 500t 600t 700t 
ot 。660 1，310 1，970 2，620 3.280 3，930 4，590 

1 ， 000 ~ 6，600 7，200 7.900 8，500 9.200 9，800 10.500 11，100 

2.000t 13，100 13，800 14.400 15，100 15，700 16.300 17，000 17.700 

3，000 t 19.700 20.300 21. 000 21. 600 22，300 22，900 23.600 24，300 

附加料金・・・作業に要する ホースの長さ

①30mを超えるとき 120円

②60mを超える とき 270円

表の見方

800t 900t 

5，240 5，900 

11，800 12，500 I 

18，400 19.000 

レ/V 

例えば 785Qの場合、表②で 700Qの欄をみ

ると4，590円、表①で85Qの欄をみると557円で

す。この両方を合計した額5，147円が、料金にな

ります。
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。地区会長 O地区福会長(敬称略)

自 治会名 自治会長名 電話番号 世帯数 自 治会名 自治会長名 電話番号 世帯数

踏 入 松林 文 明 24-4546 530 ニ 好 町 片 岡 幸夫 22-3005 190 
泉 開I 斉藤 貝 23-1597 136 城 笹P 所 池内 一夫 22-7820 715 

東 。 上常田 関 延 雄 22-5752 400 下 中之条 田中成敏 23-1313 420 
中常田 大塚 明 22-1477 385 千曲 町 阿部新治 24-4954 525 
下 常国 西 j畢一美 22-2766 140 

塩
秋; 和 工藤栄次 22-6429 600 

昔日 北常田 山 本辰 雄 22-8575 390 。 上塩尻 I笥遠和秋 22-5238 460 
材 木 町 島 田 林 助 22-0261 560 

尻
。 下塩尻 沓掛喜八 24-6259 350 

。 常 入 平 野 茂 雄 24-5914 112 上 田 原 堀 内 範雄 24-7165 210 
南天 神町 鋒 城 直 巳 22-6176 350 JrI 。 ) 11 :i互阿I 宮崎 利 男 24-4717 1250 

泉 平 伊ー土七 文 イ乍 22-9619 120 倉 升 佐藤邦男 24-0140 480 

南 北 天 神町 品松力 雄 23-1067 420 辺 ネ申 畑 水野 22-5146 450 
松尾 町 小 枝典治 22-0838 120 下之条 松 崎 信保 27-2181 346 

。 鷹匠 町 白 井 季次 22-8393 145 築 士也 倉 i畢彦夫 24-6544 165 
音日 本 開丁 宮 尾 政 満 24-3380 170 泉 。 東築 地 清水昭信 23-2619 127 
末広 町 大森袈裟董 22-4730 87 半 過 石井清人 27-7016 128 

。 大手 町 水出 善 助 22-5665 320 田 字画 田 杉本義 紀 23-2560 255 
横 岡J キ目 i畢 貰 22-0023 190 。 τEt コ 田 保科 安 22-6205 263 

。 海野 町 石井幹雄 22-1305 228 。 大 屋 武井嘉員 35-0278 610 

中
原 阿丁 松尾潤ニ 22-0024 160 左ルA玉J 下 長谷川 嘉一 35-1362 210 

袋 岡丁 金子秀 利 22-1073 75 下青木 富島静 雄 35-0398 165 

馬場 町 横谷重時 22-1373 170 
神
みすず台南 原田建雄 35-1282 245 

田 開T 清 水 平八郎 22-5905 49 みすず台北 西 清司 36-2035 380 
央
丸堀 町 恒 川 一 治 24-6633 190 上青木 尾崎守雄 36-3506 150 

木 岡J 柳 j畢 武 夫 24-1053 185 梅が丘 小中木恒 t:住 36-2506 250 
。 北 大手 佐藤 順 二 22-9558 173 久保林 小 沢信一 35-0708 230 
上川原柳町 青木昭良 22-1522 550 )11 黒 坪 中村 等 27-2505 98 

。 下川原柳町 大久保佐太郎 22-0194 120 上 j尺 竹 内正人 22-3768 290 
愛宕 町 長坂良二 23-0227 240 国 分 山越昭 人 22-3853 260 

ヰヒ 上 鍛 冶 町 赤 岡 日 τ仁と3 22-2765 72 下 堀 山辺剛 保 22-8364 320 
主段 i台 回丁 廉 j畢賢司 22-2413 210 。 上 堀 山辺 十一 22-5646 235 
上房 山 t屯 Z皐幸呈 田 宇口斤 22-3450 92 生田 山 中曽根敏文 24-7457 45 

吉日 下房 山 滋野謹一 22-3374 137 伊勢 山 赤 岡
コ早bι~ 24-7079 435 

相P 岡J 宮 尾利雄 23-1658 63 富士見台 岡田邦義 24-7364 1901 

新 田 白 井 清重 23-2470 1400 。 神 科 新屋 中野一 郎 27-7997 160 
。 上 紺 屋 町 j竜津藤一 22-8983 178 野' 竹 曽根悦夫 24-0553 1891 
下 紺 屋 町 宮本宜範 22-4020 365 神 西野 竹 丸 山 正一 24-7889 200 

。 鎌 原 田中直一 22-4930 180 笹 井 井 出 ZL 男 22-2137 140 
西 目高 西 i畢 22-4899 140 ) 11 原 篠原 厚 25-3792 88 

西
新 開丁 宮津 一 郎 22-0368 119 左.... ゴa 門 西村禎 二 24-9248 198 
諏訪 部 藤林 一 郎 23-1579 165 。 染 屋 小中本弘明 24-5321 413 

生 塚 宮 川 正 22-8578 193 手斗 虫官 i尺 西沢寛信 27-4135 170 
常磐 町 関 口 イ言 ま佳 22-5862 280 金 井 依田辰雄 22-8802 303 
緑 が 丘 成 j畢文 雄 22-1673 187 山 口 山 崎隆市 22-7747 235 

音E
。 新 屋 小市武 春 22-9613 482 大久保 小中木 民 27-2199 171 
緑 が 丘 北 山 岸文治 23-2440 395 。 長 島 六 川 達雄 24-1635 585 
緑 が 丘 西 塚本 章 22-2083 285 金 剛 寺 倉島義成 27-7274 133 
城 ヰヒ 田中基雄 22-3632 356 3オ1')ミR 久 保田芳種 25-0410 49 

牧 片岡 誠二 24-8075 160 
豊
大 日 木 宮原睦夫 27-4819 61 

城 。 諏訪形 加々井忠夫 24-2496 510 長 入 中津民男 27-3855 25 
手頁 ) 11 青木平吉 24-0931 33 宮之上 宮之上和孝 24-0486 28 

下 。 中 村 野 冗 成一 22-9514 405 
殿
小 井田 柳 津正美 36-2638 54 

。 朝日ケ丘 宮島豊司 27-8505 235 。 中吉田 坂口延正 35-0082 102 
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親
子
た
こ
作
り
教
室

一ー第 980号

うまく飛ぶかない
盛りだくさんの創造館

上田創造館では、 3月21日から「開館 1周年

記念事業」が始まりました。記念行事は、 4月

上旬まで行われています。期間中は、ジャンボ

迷路、記念講演会、はく製による動物展、親子

たこ作り教室、星空コンサートなどの催し物が

盛りだくさん。連日、大勢の家族連れでにぎわ

ってい ます。

記
念
講
演
・
・
・
宇
宙
開
発
の
現
状
と
展
望

4ご存じ?ピロポロ
さわやかに新スポーツを 川西

公民館主催のピロポロと スマイル

ボーリングの紹介が3月16日、川

西中学校の体育館で行われました。

参加者は11名。ピロポロ(=写真)

はアメリカ生まれで、ホッケーを

手軽にアレンジしたスポーツです。

参加者は、寒さを忘れボールを追

いかけていましたη

マ
佐
藤
忠
子
様
(
御
所
)
九
千
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
に

マ
ち
ど
り
食
堂
様
八
千
五
百
八
十

五
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
に

マ
成
沢
定
平
様
(
東
京
都
豊
島
区
)

十
万
円
清
掃
管
理
寄
付
金
と
し
て

マ
市
村
孝
行
様
(
川
辺
町
)
紙
お

む
つ
百
八
十
枚
乳
児
院
入
所
児
ヘ

マ
神
津
道
子
様
(
丸
子
町
)
菓
子

一一
十
五
袋
礼
児
院
入
所
児
へ

マ
わ
か
ま
つ
や
(
若
林
孝
)
様

イ
ク
一
台
保
健
活
動
用
と
し
て

マ

匿

名

五

万

円

乳

児

院

入

所

児
へ
マ
藤
極
直
美
様
(
大
湯
)
車
い
す

一
脚
福
祉
課
貸
し
出
し
用
と
し
て

マ
信
州

ハ
ム
輸
送
帰
様

二
万
六
千

七
百
二
十
四
円
交
通
遺
児
寄
付
金

と
し
て

マ
太
郎
会
(
西
藤
直
義
)
様

一
万
三

千
八
百
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立

金
に
マ
大
洋
チ
ェ
ー
ン
様
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
十
組
庁
用
車
用
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
様
(
桜
台

)

本

七

冊
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

マ
高
野
九
ニ
生
様
(
み
す
ず
台
北
)

ギ
ヤ
ヂ
ベ
ッ
ド

一
台
、
車
い
す

一
脚

福
祉
課
貸
し
出
し
用
と
し
て
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働く婦人の家では、内容をさら に充実させて婦 どは実費)

人教室を計画しました。 申込方法 4月12日(日)午前 9時から受け付けます。

開催場所 働く婦人の家(上田市文化セ ンタ ー横) 働く婦人の家 (ft②2988)へ材料代などを添

対象者市内に住んでいるか、市内の事業所に えて申 し込んでください。(1人 2講座まで)

勤めている婦人。全講座、初心者が対象です。 その他 定員になり次第、締め切ります。電話

受講料無料(ただし、テキスト代や材料代な による申し込みは受け付けません。

講 座 名

木 周5

"..z 、ノ 習字

藤 編

手 編

毛筆習字

生 花

フランス刺しゅう

着 付

J'¥ンフラワー

茶 道

フラワーデザイン

料 E里

木目込人形

j羊 裁

て ま

ジャズ体操

(ジャギー)

輯器塑

働く婦人の家・婦人教室

日 程 講 師 定員 材料代 内 廿~ 

5月から10月の月曜日に10回 (県農美連合会)
30人 3，000円 基礎彫壁掛ほか

午後6: 00-8 : 00 掛川 忠夫さん

5月から10月の月曜日に12回
唐沢斐夫さん 30人

テキス卜 2冊
基本ひらがな 美字

午後6: 00-8 : 00 1 ，500円

5月から 9月の月曜日に8回
藤森すみ子さん 25人 2，500円

花かご果物かご

午後6: 00-8 : 00 飾り帽子ほか

5月から10月の火曜日に10回
山，甫 ，原子さん 25人

基礎編材料 棒主十編の基礎編

午後6: 00-8 : 00 1 ，000円 ペスト セーター

5月から11月の火曜日に13回
滝沢光樹さん 30人

テキス卜ft
基本情書と行書

午後6: 00-8 : 00 600円

5月から12月の火曜日に11回 (草月流)
25人

1回介 700円
基本花主

午後6: 00-8 : 00 土屋幸子さん 前期分4，000円

5月から 7月の火曜日に5回 遠縁 きみさん
25人 2，000円 テーブルセンタ-(大)

午後6: 00-8 : 00 小林敏子さん

5月から 6月の木曜日に8回 (装道着付教室)
30人 な し

和服の知識と着装

，午後6: 00-8 : 00 福島佳子さん 普段着から外出着まで

5月から7月の木曜日に5回
清水信子さん 25人 3，000円

卓上に飾る「いちごの盛りあ

午後6: 00-8 : 00 わせ 1・パラのフローチほか

5月から10月の金曜日に10回 (表千家)
25人

抹茶菓子代
茶道の基礎知識

午後6: 00-8 : 00 山口 輝子さん 2，000円

5月から 7月の金曜日に5回
石川美和子さん 30人 3，000円

ポピー バスケッ 卜ブーケ

午後6: 00-8 : 00 ほか3種

5月から10月の金曜日に10回 (栄養士)
28人

1回介 500円 簡単にできる家庭料理
午後6: 00-8 : 00 岩崎敬子さん 前期分2，500円 1回3品

5月から 7月の土曜日に5回
伊倉光子さん 25人

人形代
木目込人形一体

午後 1: 30-3 : 30 3，000円

5月から8月の土曜日に8回
溝口 洋子さん 25人

材料費
サロンヱフロンほか

午後 1: 30-3 : 30 2，000円

5月から 7月の土曜日に 5回
両角 節子さん 25人

テキス卜も含む
松本てま り2ケ

午後 1: 30-3 : 30 2，200円

5月から7月の土曜日に6回
酒井園子さん 30人

スポーツ傷害保険
リズムにあわせて健!棄づくり

午後6: 00-8 : 00 など 500円

欄翻隊鰐網棚蜘繍 君臨窃語圏照爾嗣鷹環習慣'"叩柄欄明扇面協働ぬ-雄帽。樽尉柵揖剛山摺叩眠泌叫師側繍

よい社会あなたが決める この一票

投票日
{ :月間県議会議員選挙

4月26日…市議会議員選挙

投票にお出かけの際には、入場券をお忘れなく 。
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お知らせ

業
男
↑
ぬ
生
↑
向

卒

も

し

先

し

に

で

ま

畏

ま

斉
枝
し
枝
、
き

一

学

業

、

だ

は

小

卒

に

吃

で

明

ガ

胸

し

枝

清

名

を

を

…

学

こ

ω
出

章

一

伽

こ

剖

即

類

一

内

芯

拐

の

卒

一

市

し

民

間

り

、
ま

日

年

と

白
れ
一
「
C
6
ひ

加
わ
(
)
は
人

月

行

名

な

1

3
ガ

日

ん

ら

式

子

み

か

七
月
二
十
六
日
制
1
八

月
十
六
日
間
の
夏
休
み
中
は
、
毎

日
開
場

・
開
場
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

・

料

金

ゴ
ー
カ

l
ト
は
一
周
百
円
、
バ
ッ

テ
リ
ー
カ

l
は
一
回
百
円

-

食

堂

開
場
日
に
は
、
食
堂
も
開
き
ま
す
0

・
そ
の
他

サ
ン
ダ
ル
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
で

は
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。

②
た
だ
し

え広報う

「
市
民
の
森
公
園
」
の
ゴ

l
カ
l

ト
場
が
、
四
月
十
九
日
制
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

プ

l
カ
i
ト
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の

ス
ピ

l
ド
リ
ン
ク
(
一
周
二
百
四
十

日
川
)
を
走
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ

l
は
、
ス
ピ

ー
ド
リ
ン
ク
の
内
部
に
あ
る
初
心
者

・
リ
ン
ク
を
走
り
ま
す
。

-
開
場
日

①
四
月
十
九
日
制
1
十
月
二
十
五
日

日
間
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

の
み
開
場

一第 980号

自
然
を
守
り
、
緑
豊
か
な
郷
土
に

ー
ー
ー
四
月
は

「緑
化
推
進
特
別
強
調

月
間
」
で
す
。
市
で
は
、
四
月
十
一

日
出
・
十
二
日
制
に
「
緑
の
祭
り
」

を
上
回
公
園
西
口
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
祭
り
に
あ
わ
せ
、
別
表
の
と

お
り
「
緑
化
木
頒
布
会
」
を
行
い
ま

す
。
緑
化
木
の
苗
木
六
千
本
(
つ
つ

緑化木頒布会日程表

月 日 時 問 dコbミ、 場

4月11日比) 両日とも午前9時・
上回公圏西口

12日(日) 午後1時の2回

4月18日比) 塩田支所

" 19日(日) 西側駐車場

4月25日出 午前9時・午後1時の2回 川西公民館

4月26日(日) " 上野が丘公民館

じ
、
源
平
桃
、
さ
っ
き
、
か
り
ん
な

ど
)
を
一
人
一
本
、
先
着
順
に
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
緑

化
木
・
緑
化
用
品
な
ど
の
展
示
即
売

会
も
開
催
し
ま
す
。

h

日
叫
議
議
議
選
議
議
議
議
議
議
機

上

田

市

松

尾

高

原

燃

山
菜
き
の
こ
園
の
鰍

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
縦
一

判
剛
制
剥
州
制
創
割
剰
刺
|
|
|
繍

告
⑫
4
1
0
0
内
線

3
2
5
帥

マ
場
所
市
内
上
室
賀
西
松
尾
地

籍
・
松
尾
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
隣
り
主

室
賀
財
産
区
有
林
)
、
標
高
一
千
日

マ
区
画
内
容
一
区
画
百
二
十
平
方

れ
(
約
四
十
坪
)
で
、
予
定
区
画
は

七
十
区
画
。
区
画
ご
と
に
、
く
り
た

け
原
木
四
十
本
、
な
め
こ
原
木
五
本
、

し
い
た
け
原
木
五
本
(
種
菌
植
付
済
)
。

マ
収
穫
時
期
た
ら
の
芽
、
わ
ら
び
、

ふ
き
、
し
い
た
け
(
四
月
下
旬
1
五

月
下
旬
)
。
く
り
た
け
、
な
め
こ
な
ど

(
九
月
下
旬
l
十
月
下
旬
)
。
収
穫
時

期
に
は
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

マ
貸
付
方
法
五
か
年
間
貸
付
方
式

マ
料
金
一
区
画
五
万
円
(
五
年

間
の
料
金
)
。
貸
付
契
約
書
締
結
の
際

に
全
額
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
申
込
条
件
現
在
、
上
田
市
に
在

住
す
る
人
二
人
最
高
五
区
画
ま
で
。

マ
申
込
期
間
四
月
六
日
聞
か
ら
同

十
主
日
附
ま
で
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

マ
申
込
先
上
田
市
森
林
組
合
事
務

所
ま
た
は
市
役
所
川
西
支
所
上
室
賀

財
産
区
事
務
所
(
宮
⑧
2
0
0
2
)

‘
円
議
警
察
錦
繍
制
襲
撃
襲
撃
一
議

資
源
活
用
広
場
・

5
月
山
日
機

参
加
団
体
な
ど
を
機

募
集
し
ま
す
鰍

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

3
0
1
糠

今
年
の
「
資
源
活
用
広
場
」
は
、

五
月
十
日
間
に
開
催
し
ま
す
。

広
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に

あ
る
不
用
品
を
セ
リ
売
り
し
た
り
、

市
内
商
庖
や
事
業
所
の
処
分
品
な
ど

を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
婦

人
団
体
や
身
障
者
の
福
祉
団
体
も
、

展
示
即
売
会
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
に
参
加
し
、
販
売

を
ご
希
望
の
商
底
、
事
業
所
、
団
体

は
四
月
十
一
日
出
ま
で
に
、
電
話
な

ど
で
生
活
環
境
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
セ
リ
売
り
に
不
用
品
を
出

品
し
た
い
人
は
、
広
場
の
当
日
、
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り

「浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
夢
を

の
せ
る
!
第
六
凶
躍
進
す
る
上
回
の

L
業
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
お
よ
び
近
隣
町
村
の
企
業
に

よ
る
工
業
製
品
の
展
示
や
、
信
州
大

学
繊
維
学
部
な
ど
に
よ
る
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ェ
ア
。
ま
た
械
テ
レ

コ
ム
・
ユ

l
、
エ
イ
シ
ョ

ッ
プ
グ

ル

ー
プ
な
ど
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ

ー

ナ
ー
で
は
O
A
(
事
務
省
力
化
)
、

F

A

(
工
場
自
動
化
)
機
器
お
よ
び
関

連
シ
ス
テ
ム
の
実
演
も
行
い
ま
す
。

地
域
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
い
機
会
で
す
。
物
品
即
売
会
も
行

い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い

。
入
場
は
無
料
で
す
d

.
炉
』
&
さ

0
四
月
十
八
日
出

1
午
前
十

一
時
か

ら
午
後
六
時

o
四
月
十
九
日
制

1
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時

O

四
月
一一
十
日
叩

1
午
前
九
時
か
ら

Tごえ一(13)-一昭和62年4月1日 広報う

f
1
¥
 

午
後
五
時

・
と
ニ
ろ

上
田
市
民
体
育
断
、
勤
労
者
体
育

セ
ン

タ
ー

人
丸
山
削
減
減
税
鳩
山
勝
誠
一
総
務
議
議
糠

こ
ど
も
ま
つ
り
・

5
月
5
日
機

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
鰍

を
募
集
し
ま
す
…
ω
……

司
例
制
謝
I
l
l
i

-

-
-
-
|

総

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

6
8
0

犠

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か
楽
し

み
に
し
て
い
る

「第
十
六
回
・
こ
ど

も
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
五
月
五
日

に
上
回
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こどもまつり・ジュニアスタッフの募集内容

タ イ トル 団体名 内 母10、、Z、 募集人員
こどもの広場 N U L C ゲームリ ーダー 若干名

" " 一 般リ ー ダー " 
体力測定 ハッピーフレンズ 50 m走ゴール 約5名

" & 測定アシスタ ント 約3名
ドッジボール 青年会議所 ラインマン 約2名

テレホンクイズ N T T クイズのチェックマン 約5名
竹 ，馬 航跡上田 竹馬乗りの先生 約5名

ウオークラリー " チームリー ダー 約8名

こ
ど
も
ま
つ
リ
実
行
委
員
会
で
は、

お
ま
つ
り
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
(
中
学

・
高
校

生
)
と

一
般
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
こ

い
の
ぼ
り
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

お
ま
つ
り
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

一

員
と
し
て
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

け
る
中
学

・
高
校
生
の
か
ジ

ュ
ニ
ア

ス
タ
ッ
フ
々
を
、
別
表
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

-
ニ
い
の
ぼ
り

こ
ど
も
ま
つ
り
の
当
日
、
上
回
公

閣
の
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
も
募
集

し
ま
す
。
物
置
の
片
隅
で
眠
っ
て
い

る
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
譲
り

く
だ
さ
い
。
(
こ
い
の
ぼ
り
は
、
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
)

・
申
込
先

い
ず
れ
も
、
四
月
二
十
五
日
出
ま

で
に
青
少
年
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
0

・h
総
偽
縦
滞
納
…
機
籾
…
…
…
務
部
制
一
統
抑
制
品
川
綿
子

... ‘
2
・2:anu--

上
岡
市
高
齢
者
学
園
鰍

の
学
生
を
募
集
鰍

社

会

課

高

齢

者

婦

人

係

機

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
で
は
、
新
し
い
知
識
や
仲
間
を

得
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
間
性
顎

か
な
老
後
を
送

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
上
田
市
高
齢
者
小
凶
」
を
開
設
し

ま
す
。健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
方
な

ら
ば
、
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
市
内
に
住
む
、
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
入

学
習
内
容

一
般
教
養、

創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
(
詳
細
は
入
学
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
)

学
習
期
間
五
月
か
ら
米
年
三
月
ま

で

(十
八
日
間
、

一
H
四
時
間
)

教
室
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

約

八

十

人

申
込
期
限
五
月
九

H
出
ま
で
(
期

限
前
に
定
討
を
満
た
し
た
と
き
は

事
前
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
)

申
込
先
市
役
所
社
会
謀
、
各
公
民

館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
必

要
書
類
が
あ
り
ま
す
。
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

門。

長
野
県
老
人
大
学
上
小
支
部
(
‘
.

年
生
)
で
は
、
健
康
で
学
習
意
欲
お

う
盛
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格

o
一
年
生

1
六
十
歳
以
上
で
、
心
身

と
も
に
健
康
な
人

O

二
年
生
へ
の
編
入
学
希
望
者
は
、

昭
和
五
十
三
年
か
ら
同
五
十
九
年

ま
で
に
卒
業
し
た
人

募
集
定
員

。一

年
生

1
百
名
で
す
が
、
上
田
市

へ
の
割
り
当
て
は
五
十
名
で
す
。

O

二
年
生
へ
の
編
入
募
集
は
定
員
九

名
。
(
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

学
習
期
間
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
、
日
数
は
約
十
七
日
間
で
す
。

申

込

期

限

四

月
三
十
日
側
。
願
書

は
、
市
役
所
社
会
課
、
市
役
所
各

支
所
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。
記
入
の
う
え
、
社
会

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
期
限

内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)
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上
田
市
営
野
球
場
お
よ
び
県
営
上

田
野
球
場
内
の
物
品
販
売
権
利
の
入

札
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

参
加
資
格
・
:
市
内
に
在
住
の
百
舗
を

有
す
る
人

と
き
・
:
四
月
十
日
働
・
午
後

一
時

え

三
十
分
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階

持
ち
物
:
・
納
税
証
明
書
・
印
鑑
・
封

筒
六
枚

販
売
権
利
期
間
:
・
昭
和
六
十
三
年
三

月
未
日
ま
で

同
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
燃

側
引
開
劃
例
制
倒
I
l
l
1
1
1
A
.
…

宮
(
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
検

七
五
八
二
七
五
五
三
六
八
九
三
五
九
六
七

細
田
て
ふ
さ
ん

山
本

一
男
さ
ん

高
野
周
二
さ
ん

山
辺
甲
子
郎
さ
ん

丑
田
文
野
さ
ん

村
松
ち
か
の
さ
ん

小
山
甲
子
郎
さ
ん

宮
島
平
八
郎
さ
ん

山
辺
益
太
郎
さ
ん

尾
崎
美
岳
、
さ
ん

手

塚

勲

さ

ん

柳
津
吉
男
さ
ん

柄
津
今
朝
太
郎
さ
ん

近
藤
み
祢
さ
ん

芹

津

和

さ

ん

羽
内
ふ
じ
子
さ
ん

増
津
た
つ
代
さ
ん

広報う

(二
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

保
屋
野
き
く
よ
さ
ん
保
野

永
井
マ
サ
ノ
さ
ん
鷹
匠
町

松
本
捨
三
さ

ん

御

所

竹
倉
俊
子
さ
ん
朝
日
ヶ
丘

中
村
孝
子
さ

ん

中

野

矢

島

勇

さ

ん

大

屋

山

崎

徳

治

さ

ん

奈

良

尾

粛

藤

虎

雄

さ

ん

大

屋

宮

津

文

徳

さ

ん

新

屋

一ー第 980号

南
天
神
町

征

所
石

神

大
日
木

東
五
加

新

田

仁
古
田

踏

入
下

堀

上
青
木

下
本
郷

笹

所

金

井
長

島

徒

所

院

内
諏
訪
形

診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。

こ
の
胃
検
診
で
は
、
毎
年
数
人
の

胃
が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
、
尊
い
生

命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃

が
ん
以
外
の
病
気
も
多
数
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
自
分
で
は
健
康
だ
と
思

っ
て
い
る
人
で
も
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

実
施
期
間
五
月
中
旬
か
ら
七
月
下

旬
ま
で
(
各
地
区
を
巡
回
し
ま
す
)

申
込
方
法
自
治
会
内
に
申
込
書
が

回
覧
さ
れ
ま
す
。
希
望
者
は
必
要

事
項
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

八七五七七五七八八四八六九七八七八
二 九九八 一二 五六 三 五七八四 二三 O 六

井 北山 足漆斉東福柴小北丸宮小上津芳
上山岸助原藤 島田林島山下林回全池
安清フ悪敬武市 邦之利岩 志ま j良之
次吾サ美守士郎杏司る男古源辛を太げ
郎さノ子ささささ郎よさささかさ郎る
さんささんんんんささんんんさんささ

ん
んんん ーん ん Fんん
南 川

上 三 中笹東手院中天川下舞諏馬原川上
常好之 五 常神辺塩 訪場柳辺
田町条井加塚内田町町尻田形町町町堀

検
診
料
個
人
負
担
金
五
百
円
(
料

金
の
免
除
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

青
い
鳥
は
が
き

重
度
の
身
障
者
に

差
し
上
げ
ま
す
機

上
回
郵
便
局
郵
便
課

宮
⑧
2

2

7

6

.

w

マ
対
象
者
重
度
の
身
体
障
害
者
(
一

級
お
よ
び
二
級
)
で
、

三
月
三
十

一
日

現
在
、
満
六
歳
以
上
の
方

七五八五八七七八四九五八九九六四八
七 三一 八 三一二 六九四 一三 O 一七八五

菅
沼
喜
代
子
さ
ん

横
川
文
男
さ
ん

佐
藤
ヨ
シ
子
さ
ん

神
林
永
太
郎
さ
ん

佐
藤
鎮
子
さ
ん

関
ふ
じ
バ
さ
ん

坂
田
太
沖
さ
ん

久
保
田
辰
美
さ
ん

上

原

賓

さ

ん

足
立
け
さ
さ
ん

田
中
ナ
ツ
さ
ん

箱
山
住
夫
さ
ん

成

田

慶

さ

ん

吉
津
邦
雄
さ
ん

荻
原
バ
ち
さ
ん

有
坂
幸
子
さ
ん

矢
島
け
き
み
さ
ん

上
塩
尻

袋

町
舞

田

袋

町

西

脇

し
尺
、

n
H
H

草
剤

ν

エ
↑

柳

沢
下
室
賀

下

郷

下
塩
尻

材
木
町

下
常
田

大
手
町

院

内
分

去
下

郷

西

脇

マ
申
出
方
法
青
い
鳥
は
が
き
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
本
人
か
代
理
人
が
お

近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳

を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
(
用
紙
は

郵
便
局
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(
郵
便
に
よ
る
申
し
出
も
で
き
ま

す
が
、
こ
の
場
合
は
本
人
の
手
帳
番

号
、
級
別
、
住
所
、
生
年
月
日
を
記

入
し
、
押
印
の
上
、
申
し
出
て
く
だ

さ
い
)

マ
受
付
期
間
四
月

一
日
附
か
ら
六

月
一
日
叩
ま
で

マ

枚

数

一
人
に
つ
き
二
十
枚

七五八八八七八八五七六八八九五七六
七 一二 七 二 O 三 O 三 O 九四六 二 O 三 七

中
村
せ
つ
バ
さ
ん
上

上
原
本
ゃ
う
さ
ん
石

横

関

幹

雄

さ

ん

御

山

崎

忍

さ

ん

山

田

中

利

弘

さ

ん

新

田

石

井

毅

さ

ん

岡

関
口
す
み
子
さ
ん
上
常
田

小

林

正

さ

ん

下

組

重

田

信

明

さ

ん

野

倉

西

島

敏

文

さ

ん

踏

入

松

浦

い

っ

さ

ん

常

入

粕

尾

な

み

さ

ん

北

常

国

小
宮
山
せ
と
江
さ
ん
新
屋

北
津
長
寄
さ

ん

川

辺

町

宮
入
育
件
旦
ぎ
ん
上
川
原
柳
町

市

村

恒

雄

さ

ん

手

塚

口所神沢

六七七八八七六 二 七五四 三 八五七七
O 五七 二 八四八ー四四八九 二 九八五
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